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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

能
登
町
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し

い
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹

ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
町
の
発
展
に
御
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
へ
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
多
角
的

で
広
い
視
野
に
立
っ
て
、
き
め
細
か

な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。　

　

さ
て
、
歴
史
に
は
時
代
の
節
目
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
能

登
町
は
、
ま
さ
に
「
節
目
の
年
」
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
平
成
22
年
3

月
1
日
、
能
登
町
が
誕
生
し
て
５
周

年
を
迎
え
、「
町
制
五
周
年
記
念
式

典
」
を
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
く

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
か
ら
町
政
の
推
進
に
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
能
登
町
で
は
「
町
制
五
周

年
記
念
式
典
」
や
皆
さ
ま
の
長
年
の

願
い
で
あ
っ
た
「
新
町
通
り
線
１
期

区
間　

宇
出
津
港
い
や
さ
か
広
場
」、

北
河
内
ダ
ム
「
や
ま
せ
み
湖
」
の
完

成
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民
・
関

係
者
の
皆
さ
ま
と
喜
び
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
一

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
10
月
に
は
能
登
町
議
会
議

員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
議
員
定
数
２

人
減
の
18
人
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

さ
ん
の
方
に
お
祝
い
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
町
建
設
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
日
の
こ
と
を
思
い

起
こ
し
、
夢
と
希
望
の
あ
る
新
し
い

町
を
創
造
し
て
行
き
た
い
と
、
決
意

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
北
河
内
ダ
ム
、
宇
出
津
港

い
や
さ
か
広
場
、
新
町
通
り
線
１
期

区
間
、
松
波
地
区
の
雨
水
排
水
函か
ん
き
ょ渠

工
事
な
ど
、
旧
町
村
の
こ
ろ
よ
り
皆

さ
ま
の
悲
願
で
あ
っ
た
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
次
々
と
完
成
を
迎
え
、
憩

い
の
空
間
の
創
出
や
、地
域
の
防
災
・

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

能
登
町
創
成
期
と
も
言
え
る
５
年

間
を
終
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り

ま
す
成
長
期
、
成
熟
期
へ
進
ん
で
い

く
た
め
に
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
の

絆き
ず
なを
よ
り
固
く
し
、
総
力
を
あ
げ
て

一
歩
前
へ
、
さ
ら
に
一
段
上
へ
進
ん

切
っ
て
お
り
ま
す
が
、
議
会
の
活
動

原
則
は
何
か
、
議
員
活
動
の
原
則
は

何
か
、
町
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
か
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
数
多
く
あ
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
国
で
は
政
権
交
代
後
二
人

目
の
首
相
の
誕
生
や
参
院
選
で
民
主

党
の
大
敗
に
よ
り
衆
議
院
・
参
議
院

が
「
ね
じ
れ
国
会
」
と
な
る
な
ど
国

内
外
の
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
の

変
動
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
も

大
き
く
影
響
が
現
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
財
政
状
況

の
改
善
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
町
税

収
入
や
地
方
交
付
税
の
伸
び
な
ど
は

見
込
め
ず
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
も
財
源
の
確
保
と
持
続
可

能
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
議
会
と

し
て
民
意
を
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
よ
り
一
層
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

住
民
福
祉
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

地
方
自
治
発
展
の
た
め
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
・
議
会
が

協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
さ
ら
な

る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
本
年
が
夢
と
希
望
に
満
ち
た
一

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
五
十
数
年
の
間
、
わ
が
国
は

奇
跡
的
と
も
言
わ
れ
る
高
度
経
済
成

長
を
成
し
遂
げ
、
現
在
に
至
る
ま
で

激
動
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
時
代
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
国
内
で
は
、
政

権
交
代
後
二
人
目
の
首
相
が
誕
生
、

各
種
施
策
の
見
直
し
が
継
続
さ
れ
、

世
界
で
は
新
興
国
の
台
頭
、
先
行
き

の
読
め
な
い
東
ア
ジ
ア
情
勢
な
ど
、

遠
く
で
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る

事
件
、
出
来
事
が
起
こ
り
、
日
本
の

斜
陽
化
を
唱
え
る
方
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
経
済
規
模
、
技

術
力
な
ど
が
悲
観
す
る
レ
ベ
ル
に
ま

で
落
ち
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
元

来
、
数
々
の
国
難
を
乗
り
越
え
た
底

力
を
秘
め
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

能
登
町
の
皆
さ
ま
も
同
様
に
、
無

尽
蔵
の
パ
ワ
ー
、
無
限
の
可
能
性
を

お
持
ち
で
す
。
昨
年
の
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
石
川
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
団
結

力
と
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
で
、
元
気
な
能

登
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
元
気
が
あ
る
限
り
、
明

日
の
能
登
町
は
明
る
く
、
や
り
が
い

の
あ
る
町
に
育
て
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
生
活
環
境
・
教
育
環
境

の
整
備
、
土
地
の
有
効
活
用
な
ど
、

取
り
組
む
べ
き
施
策
に
「
生
き
た
投

資
」
を
行
い
、
町
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
の
福
祉
向
上
に
な
る
こ
と
は
何

か
、
利
益
に
な
る
こ
と
は
何
か
を
常

に
考
え
、
行
動
す
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
輝
か
し
く
健
康
な
一
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

　　能登町長

持木  一茂
　能登町議会議長

久田  良平

Photo/ 五色ヶ浜より朝日を望む
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鵜
川
中
学
校

赤
阪
祐
美　
　

川
﨑
美
紀	

善
野
功
太　
　

谷
政
彩
香	

釣
谷
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舞
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下
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和
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幸
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宮
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一
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内
智
裕

小
木
中
学
校

石
岡
佳
樹　
　

石
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か
お
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上
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友
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仁
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瀬
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都
中
学
校

石
上
拓
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本
佑
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田
早
智　
　

大
熊
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大
谷
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岡
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坂
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友
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中
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下
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下
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天
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友
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堂
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真
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堂
前
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時
長
真
由
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晴
菜	

中　

善
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長
尾
元
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澤
友
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中
谷
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由
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茉
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岸
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濱
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濱
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友
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鷲
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梨
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学
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生
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友
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澤
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田
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下
友
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堂
間
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春
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中
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亜
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濱
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澗
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山
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健　
　

和
田
優
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穂
中
学
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川
端
光
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吉
坂
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木
村
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下
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谷
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徳
田
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畠
中
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山
崎
純
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山
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中
学
校
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佳
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崎
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羽
小
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東　

世
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福
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正
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二
又　

開　
　

二
又　

拓	

本
蔵
汐
海
（
旧
姓
：
国
重
）

干
場　

徹　
　

前
田
泰
知	
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田
麻
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向
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本
谷　
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森
田
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人

町
在
住
者

ア
グ
ス
テ
ィ
ア
ワ
ン	

ア
ブ
ド
ラ　

ハ
ミ
ド	

イ
マ
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ゴ
ザ
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イ
ル
ハ
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デ
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イ
ル
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サ
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ャ
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イ
ワ
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ィ
ア
デ
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サ
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ア
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ジ
ャ
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ク
サ
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チ
ャ
ー
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セ
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ヤ
ワ
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チ
ャ
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ヨ
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ツ
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ガ
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プ
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テ
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ウ
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デ
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ユ
ス
ワ
ン
デ
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ト
リ　

ヤ
ン
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ト
リ
ヤ
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パ
オ
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モ
ハ
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ジ
ャ
マ
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デ
ィ
ン

　

フ
ィ
ル
ド
ス	

ワ
ー
ユ　

ダ
ル
マ
ン
ト	

ワ
ー
ユ
デ
ィ
ン

　

20
歳
の
門
出
を
祝
う
能
登
町
成
人
式
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

〈
日
時
〉
平
成
23
年
１
月
９
日
日
午
前
10
時
30
分
～
（
受
付
10
時
～
）

〈
場
所
〉
内
浦
第
２
体
育
館

〈
対
象
者
〉
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

能
登
町
内
中
学
校
卒
業
生
お
よ
び
能
登
町
在
住
者

男
：
１
４
２
人　

女
：
１
２
６
人　

計
２
６
８
人

※
名
簿
は
広
報
誌
へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
人

〈
お
願
い
〉
新
成
人
者
へ
の
お
祝
い
の
祝
電
や
花
束
な
ど
は
、
式
典

会
場
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
宅
へ
お
届
け
く
だ

さ
い
。

平成 23 年
能登町

能
登
町
と
東
海
大
学
が
提
携
。

地
域
活
性
化
と
教
育
・
研
究
の

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

能
登
町
と
東
海
大
学
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

は
、
地
域
の
活
性
化
と
教
育
・
研
究
の

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
相
互
の
交
流
を

深
め
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
。
12
月
17
日

に
包
括
的
な
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
提
携
は
、
町
の
交
流
人
口
拡
大
な
ど

を
目
的
に
大
学
ゼ
ミ
の
誘
致
に
取
り
組
む
「
能

登
町
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
（
谷
内
治は
る
と
も朋
会

長
）」
の
働
き
か
け
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

能
都
庁
舎
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
町
、
大

学
、
協
議
会
関
係
者
ら
12
人
が
出
席
。
谷
内
治

朋
協
議
会
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
持
木
一
茂

能
登
町
長
と
東
海
大
学
の
田
中
康
夫
学
長
代
理

が
協
定
書
に
署

名
と
押
印
を
し

ま
し
た
。

　

今
後
の
具
体

的
内
容
に
つ
い

て
は
、
町
と
東

海
大
学
の
双
方

で
協
議
し
決
定

し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

協定書を取り交わし握手を交わす持木町長と田中康夫氏（東海大学学長代理＝写真中央）、
立会人の谷内治朋氏（能登町地域活性化推進協議会会長）

　
　
　
　
　
　

持
木
一
茂
能
登
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
大
学
は
、
海
洋
学
部
や
観

　
　
　
　
　
　
　

光
学
部
な
ど
を
有
す
る
国
内
有
数

　
　
　
　
　
　
　

の
総
合
大
学
で
す
。
今
後
は
多

様
・
高
度
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
地
域
課
題
解

決
に
向
け
て
、
町
と
大
学
が
相
互
に
密
接
な
連
携
と

協
力
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

田
中
康
夫
東
海
大
学
学
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
、
日
本
海
側
の
地
域
と
の

　
　
　
　
　
　
　

交
流
は
初
め
て
と
な
り
、
非
常
に

　
　
　
　
　
　
　

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
海
大
学
の
使
命
と
し
て
①
教
育
②
研
究
③
社
会

貢
献
④
国
際
貢
献
―
の
４
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今

後
は
能
登
に
大
学
の
知
的
財
産
を
還
元
で
き
る
よ
う

な
社
会
貢
献
と
日
本
海
側
と
い
う
こ
と
で
中
国
や
韓

国
を
視
野
に
入
れ
た
国
際
貢
献
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

谷
内
治
朋
能
登
町
地
域
活
性
化
推
進

　
　
　
　
　
　

協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

3
年
前
に
こ
の
協
議
会
を
立
ち

　
　
　
　
　
　
　

上
げ
、
能
登
町
の
活
性
化
の
た
め

に
何
を
す
れ
ば
良
い
か
真
剣
に
考
え
て
き
ま
し
た
。

協
議
会
を
町
で
認
定
し
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な

大
学
や
国
な
ど
に
働
き
か
け
て
き
た
結
果
が
、
こ
う

い
う
形
で
実
を
結
ん
だ
こ
と
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
が
第
一
歩
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
が
本
番

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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小・中学校の教育環境に関するアンケート調査結果

子どもたちにとってどのような教育環境が
望ましいか―。能登町教育委員会では、

適正な規模の学校を適正に配置するため、保育
園児・小学生・中学生をもつ保護者や児童生徒、
教職員の考えを把握するアンケート調査を実施
しました。今回は、学校規模に関する国の基準
などと共に、平成 22 年 1 月に実施した調査結
果の一部についてお知らせします。

１．学校規模に関する国の基準等

２．アンケート調査の対象者

３．アンケートの回収率

４．アンケート調査結果【抜粋】（保護者）５．アンケート調査結果【抜粋】（教職員）

◆国の基準

○小学校の標準学級数：12 ～ 18 学級（1 学年あたり 2 ～ 3 学級）
○中学校の標準学級数：12 ～ 18 学級（1 学年あたり 4 ～ 6 学級）
○ 1 学級あたりの人数：40 人以下
　※小学 1・2年は 30人、それ以外は 35人学級へ移行予定

○小学校は複数学年が 16 人以下になると複式学級
　※ただし、小学 1年生を含む学級にあっては 8人以下

○中学校は複数学年が 8 人以下になると複式学級

◆石川県の基準

○ 1 学級 35 人を超える小学校 1、2 年は 2 学級とすることができる。
○ 1 学級 35 人を超える中学校 1 年は 2 学級とすることができる。

　この調査は、保育園児・小学生・中学生をもつ保護者世帯 1,454 世
帯、町内の小・中学校に勤務している教職員 132 人、在学する小学 5、
6 年生および中学生 776 人を対象としました。

保護者世帯 教職員 児童・生徒
配布枚数 1,454 132 776
回収枚数 1,244 126 758
回収率 85.6％ 95.5％ 97.7％

能登町立小・中学校児童生徒数
※ H22.11.1 現在、上段：児童生徒数、下段：学級数

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 H28
推計

柳田小
23 27 26 31 28 27 162 130
1 1 1 1 1 1 6

宇出津小
37 36 27 40 47 44 231 186
2 1 1 1 2 2 9

真脇小
4 7 4 3 8 8 34 30
1 1 1 1 4

鵜川小
7 9 10 11 21 9 67 65
1 1 1 1 1 1 6

小木小
17 13 16 18 18 18 100 71
1 1 1 1 1 1 6

松波小
23 28 30 26 33 25 165 123
1 1 1 1 1 1 6

小学校計
111 120 113 129 155 131 759 605

7 6 5 6 6 7 37

柳田中
26 25 36 87 76
1 1 1 3

能都中
55 56 70 181 115
2 2 2 6

鵜川中
10 16 17 43 26
1 1 1 3

小木中
16 28 19 63 46
1 1 1 3

松波中
28 22 42 92 81
1 1 2 4

中学校計
135 147 184 466 344

6 6 7 19

1 学級
36.1％

複式学級 2.2％
10 人程度 1.6％

15 人程度 6.2％
4 学級以上 0.8％

不明 2.2％

2 ～ 3 学級
58.7％

20 人程度
30.9％30 人程度

30.2％

35 人程度
6.3％

40 人程度
4.2％

その他 0.2％ 不明 1.4％

25 人程度
19.0％

（１）小学校 1 学年あたりの望ましい学級数（１）小学校 1 学年あたりの望ましい学級数 （２）小学校 1 学年あたりの望ましい児童数 （２）小学校 1 学級あたりの望ましい児童数

（３）小学生の望ましい通学時間

（５）中学校 1 学年あたりの望ましい学級数

（７）中学生の望ましい通学時間 （８）中学校の統合を進める目安（全校生徒数）

（６）中学校 1 学級あたりの望ましい生徒数

（４）小学校の統合を進める目安（全校児童数）

30 分以内
84.7％

60 分以内
1.7％

時間は問わない 2.4％ 不明 1.5％

不明 1.8％

不明 1.5％

不明 1.5％

不明 2.8％

不明 7.1％

45 分
以内
9.7％ 30 人以下

すべて複式学級
33.4％

42 人以下
ほとんど複式学級
23.3％

60 人以下
一部複式学級
26.0％

90 人以下
全 1 学級
12.5％

その他 2.0％

その他 0.2％ その他 0.1％

その他 1.4％

不明 2.8％

1 学級
18.2％

2 ～ 3 学級
69.7％

4 ～ 6 学級
10.1％

20 人程度
26.5％

30 人程度
34.4％

35 人程度
10.5％

40 人程度
5.0％

25 人程度
16.2％

10 人程度 0.7％

15 人程度 5.1％

30 分以内
62.3％

45 分以内
28.6％

60 分以内
5.2％

時間は問わない 2.4％

30 人以下
38.2％

10 人 4.0％

45 人以下
23.8％

60 人以下
18.9％

75 人以下
5.9％

90 人以下
9.0％

1 学級
25.4％

2 学級
56.4％

不明
11.9％

3 学級以上
6.3％

20 人
25.4％

30 人
15.1％

50 人
24.6％

70 人
0.8％

70 人以上
4.8％

40 人 8.7％

60 人
9.5％

※ 1 学級 40 人編制です
ので、1 学年 50 ～ 60 人
は 1 学級あたり 25 ～ 30
人編制となります。

◆次ページに続きます。



能
登
町
議
会
第
4
回
定
例
会
は

12
月
9
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
を
15
日
ま
で
の
7
日
間
と

定
め
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
や
条
例
改
正
な
ど
町
長
提
出
議

案
30
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
提
案
理
由
を
述
べ
た

あ
と
、
8
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
議
案
と
請

願
2
件
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
長
か

ら
の
報
告
を
受
け
て
、
議
案
30
件
を

原
案
の
と
お
り
可
決
。
請
願
2
件
は

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案

【
平
成
22
年
度
予
算
12
件
】

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
▼

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
億
９
４
８
９

万
3
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
４
３
億
９
０
４
３
万
3
千
円
と
す

る
。
事
業
費
の
変
更
や
確
定
、
道
路

の
防
災
対
策
事
業
費
な
ど
の
追
加
、

人
件
費
の
減
額
な
ど

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
▼
76
万
円
を
減
額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
▼
保
険
事
業
勘
定
に
１

３
３
万
8
千
円
を
追
加
し
、
直
営
診

療
施
設
勘
定
に
6
千
円
を
追
加

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
▼
１
４
０
万
9
千
円

を
追
加

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
▼
保
険
事
業
勘
定
を
１
３
７

１
万
4
千
円
減
額
し
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
勘
定
を
98
万
6
千
円
減
額

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
▼
３
３
７
万
2
千
円

を
追
加

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
▼
59
万
3
千
円
を

追
加

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
▼
１
３
６
万
8
千

円
を
減
額

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
▼
１
１
８
万
7

千
円
を
追
加

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
▼
２
７
６
万
円
を
追
加

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼
収
益
的
収
支
を
29
万
円
減
額

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
収
益
的
収
支
を
89
万
8
千
円
減
額

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
▼
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
等

の
導
入
に
伴
う
条
文
の
整
備

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
等
の
導
入

に
伴
う
条
文
の
整
備

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に

派
遣
さ
れ
る
能
登
町
職
員
の
処
遇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
▼
派
遣
期
間
中
の
給

与
支
給
割
合
の
変
更

能
登
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
消
防
組
織
法

に
基
づ
く
条
文
の
整
備

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
各
集
会
所
）
▼
町
内
会
長

お
よ
び
区
長
に
指
定
す
る（
46
カ
所
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
能
登
町
高
齢
者
等
活
動
施

設
）
▼
小
垣
区
長
に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
う
し
つ
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）
▼
社
会
福
祉
法
人
お
お
と
り

会
（
宇
出
津
）
に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て（
宮
地
宿
泊
交
流
所
こ
ぶ
し
）

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ブ
シ
（
宮
地
）
に

指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
福
光
堆
肥
セ
ン
タ
ー
）
▼

能
登
町
酪
農
生
産
組
合
（
瑞
穂
）
に

指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
秋
吉
緑
地
健
康
広
場
）
▼

秋
吉
町
内
会
長
に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
能
登
町
農
林
産
物
処
理
加

工
施
設
）
▼
農
事
組
合
法
人
の
と
夢

づ
く
り
（
柏
木
）
に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
程
谷
緑
地
健
康
広
場
）
▼

程
谷
町
内
会
長
に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
能
登
町
農
林
産
物
総
合
セ

ン
タ
ー
）
▼
柳
田
食
産
㈱
（
上
町
）

に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
ふ
れ
あ
い
の
里
施
設
）
▼

朝
日
建
物
㈱
、
㈱
ア
ド
バ
ン
ス
社
、

㈱
メ
デ
ィ
ア
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

（
金
沢
市
）
に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
ま
び

こ
、
ふ
れ
あ
い
工
房
）
▼
㈱
や
ま
び

こ
に
指
定
す
る

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
国
民
宿
舎
う
し
つ
荘
、
国

民
宿
舎
能
登
や
な
ぎ
だ
荘
、
体
験
交

流
施
設
ラ
ブ
ロ
恋
路
、
真
脇
ポ
ー
レ

ポ
ー
レ
他
関
連
施
設
）
▼
財
団
法
人

能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
（
柳
田
）
に

指
定
す
る

小
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て
▼
土

地
改
良
事
業
に
伴
う
廃
止
（
秋
吉
地

区
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
▼
旧
宇
出
津

駅
周
辺
整
備
に
伴
う
広
場
整
備
用
地

40
筆
９
０
６
１
・
79
㎡
に
つ
い
て
、

の
と
鉄
道
㈱
と
取
得
価
格
1
億
２
６

２
２
万
５
０
７
４
円
で
売
買
契
約
を

締
結

■
採
択
さ
れ
た
請
願
2
件

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
請
願
に
つ
い

て
▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
政
府
関
係
機
関
に
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
▼

医
療
費
の
総
枠
を
拡
大
し
、
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
国
お
よ
び
政
府
に
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
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（３）小学校の統合を進める目安（全校児童数）

（５）中学校 1 学年あたりの望ましい生徒数 （６）中学校の統合を進める目安（全校生徒数）

（４）中学校 1 学年あたりの望ましい学級数

30 人以下
すべて複式学級
36.5％

42 人以下
ほとんど複式学級
15.9％

60 人以下
一部複式学級
27.0％

90 人以下
全 1 学級
5.5％

その他
13.5％

不明 1.6％

不明 3.2％

不明 0.1％

10 人 3.2％

1 学級
12.7％

2 学級
46.8％

3 学級以上
15.9％

不明
24.6％

20 人
13.5％

30 人
18.2％

40 人
6.3％

70 人 1.6％

70 人以上
11.1％

50 人
16.7％

60 人
15.9％

不明
13.5％

※ 1 学級 40 人編制です
ので、1 学年 50 ～ 60 人
は 1 学級あたり 25 ～ 30
人編制となります。

30 人以下
42.1％

35 人以下
21.4％

60 人以下
18.2％

75 人以下
2.4％

90 人以下
2.4％

その他
10.3％

６．アンケート調査結果【抜粋】（児童・生徒）

あなたのご意見をお寄せください

７．アンケートの傾向
1 学年あたりの望ましい学級数

1 学級
30.5％

2 ～ 3 学級
57.2％

4 ～ 5 学級
12.2％

① 1 学年あたりの望ましい学級数

　保護者からみた小学校の 1学年あたりの学級数は、【2

～ 3学級】とする割合が 60㌫近くを占めています。児童

生徒、教職員においても 60㌫近くを占め、保護者・児童

生徒・教職員ともに【2学級以上】を小学校の望ましい学

級数とする傾向があります。

　中学校でみると保護者の場合は【2～ 3学級】とする割

合が 70 ㌫。教職員においても 60 ㌫を占め、保護者・教

職員ともに【2学級以上】を中学校の望ましい学級数とす

る傾向にあります。

② 1 学級あたりの望ましい児童生徒数

　保護者からみた小学校の 1学級あたりの児童数は【20

～ 30人程度】とする割合が全体の 80㌫を占めています。

教職員においても 75㌫を占め、保護者・教職員とも【20

～ 30人程度】を望ましい児童数とする傾向にあります。

　中学校でみると保護者の場合は【20 ～ 30 人程度】と

する割合が全体の 80㌫近くを占めています。教職員にお

いても 65㌫近くを占め、保護者・教職員とも【20～ 30

人程度】を中学校の望ましい生徒数とする傾向があります。

　1学級あたりの人数については、現行の 40人編制より

も少ない人数が望ましいとする一方、中学校より小学校の

方を少人数とする傾向にあります。

　能登町学校適正配置推進本部（町長部局・教育委員会）

では、今後皆さんからのご意見をお聞きし「学校適正配置

基本方針及び実施計画」（案）を策定します。

　この学校適正配置についてのご意見を教育委員会事務局

までお寄せください。

　学校適正配置に関する資料については、能登町ホーム

ページ（http://www.town.noto.lg.jp）をご覧ください。

〈募集期間〉　平成 23年 1月 4日㈫～ 1 月 24 日㈪

問教育委員会事務局☎ 72-2509

  小・中学校の教育環境に関するアンケート調査結果


